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コウノトリ文化館便り

今月の生きもの
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４月のコウノトリ ４月の郷公園

コウノトリ文化館のホームページで
リアルタイムの情報を発信しています
https://kounotoribunkakan.com
https://www.facebook.com/kounotoribunkakan/
https://www.instagram.com/toyooka_stork_museum/

「スプリングエフェメラル 春の女神」 ４月になると一斉に花が咲き、
虫たちが動き始めます。ニホンジカによる食害のために食草を失い、
いろいろな虫たちが絶滅の危機に瀕しています。生き残っている植
物たちを守り、虫たちも生き残れる環境を守っていきたいですね。

祥雲寺ペア
J0083・J0273
2024.3.16

ナミアゲハ

ギフチョウと間違えそうになるのがこの蝶で

す。飛ぶのが早く、少し大きいです。

スギタニルリシジミ

表は瑠璃色で裏は茶色が強い鼠色。

渓流沿いで見つけることができます。

４月になると３月に産卵した卵が次々に孵化します。ヒ
ナたちに餌を運ぶのが大変になります。外敵から守るた
め、巣が空にならないように交代で守ります。豊岡市内
の各所でそんな姿が見られます。

コウノトリの郷公園周辺でサクラが咲いていきます。
まずはキンキマメザクラ（自生）、少し遅れてエド
ヒガン（植裁）、ほぼ同時にソメイヨシノ（植）、
ヤマザクラ（植・自）、2週間ほど開けてカスミザ
クラ（自・植）、ウワミズザクラ（自）が咲きます。

ギフチョウ

４月になるとギフチョウが羽化するのですが、昨年は殆ど見つけるこ

とが出来ませんでした。今年はたくさん出て欲しいものです！

ツマキチョウ

裏は地味ですが、名前のとおり表の先端の

黄色が鮮やかです。

ミヤマセセリ

茶色の地味な蝶。落ち葉に止まると、

保護色でなかなか見つけられません。

コツバメ

茶色くて地味な蝶ですが、よく見ると翅

の縁は虹色に輝き、凄く綺麗です。

トラフシジミ

名前のとおり４月に羽化する春型はトラ

模様がはっきり見えます。



3月の トピ ッ ク ス
アカガエル調査 3/2

視察研修 3/10

豊岡市立コウノトリ文化館 （指定管理：NPO法人コウノトリ市民研究所）
開館時間／9：00～17：00 休館日／月曜日（祝日にあたるときはその翌日） 入館無料（環境協力金100円・任意）
〒668-0814 豊岡市祥雲寺127番地 ＴＥＬ：0796-23-7750 ＦＡＸ：0796-23-8005 https://kounotoribunkakan.com
コウノトリ文化館は兵庫県立コウノトリの郷公園内にある、豊岡市立の見学施設です。

植物観察会 3/23

田んぼの学校
3/16 

４月の行事

コウノトリ野鳥観察会 3/9

4月13日（日）
コウノトリ野鳥観察会
時間：13時～
コウノトリと野鳥を観察

参加費：無料

※要事前申込 

参加者15名 カエルの資料を説明していると雨も上がり、調
査に出発。ビオトープをのぞくと、カエルの卵塊が一つもあり
ません。溝や斜面を掘り返すと、出てきたのはドジョウとイシ
ガメ。残念ながらこの日はカエルはみつかりませんでした。

4月20日（日）
田んぼの学校
テーマ：春のあぜ道

時間：9時30分～
参加費：子供100円

当日参加可能

参加者 ２家族５名 子どもたちが写真と見比べて自力で探しま
した。途中からは、指さされた実物を見て資料写真とマッチング
しました。しっかりと観察できました。45分間頑張った子どもたち
に拍手です。
観察した植物
ネジバナ、スズメノヤリ、ニワゼ
キショウ、スズメノカタビラ、ニガ
ナ、ミチタネツケバナ、ハハコグ
サ、チチコグサ、シロツメクサ、
コメツブツメクサ、オオイヌノフグ
リ、オランダミミナグサ、ブタナ、
ヒメムカシヨモギ、ヨモギ、タチイ
ヌノフグリ、ヒメオドリコソウ

4月6日（日）
ギフチョウ調査①
時間：9時30分～
文化館に集合後、生息地

に向かいます

参加費：無料

※要事前申込 

4月27日（日）
植物観察会
時間：13時～
道の駅神鍋高原集合

神鍋山散策 現地解散

参加費：無料

※要事前申込 

4月12日（土）
ギフチョウ調査②
時間：9時30分～
文化館に集合後、生息地

に向かいます

参加費：無料

※要事前申込 

参加者10名 当日参加者を含め、１０名の皆さんで園内を観察
しました。１０分間のコウノトリ定時解説のあと、希望者に双眼鏡
を貸与して出発。祥雲寺巣塔にはJ0083オスが戻っており、ペア
の営巣の初期行動について説明をしました。

休館日を利用して小型バスに乗って職員研修に出かけました。
主たる目的地は、稲美町、関西広告社様です。町内に人工巣塔
を数本建てておられ、この人工巣塔は今年で３年連続の繁殖で
す。今年は日本で一番早いヒナ誕生地です。

参加者 4家族14名 スタッフ4名 雨がよく降っていました。誰も
参加者はいないのではと心配しましたが、４家族もお越しくださ
いました。悪天候なので生きものの採集は短時間で終えて、館
内の展示実習室に持ち帰って観察をしました。
今日見つけた生き物 合計７種 ニホンアカガエル、キタノメダカ、
マルタニシ、ミナミヌマエビ、トビケラ類の幼虫、カゲロウ類の幼
虫、スジブトハシリグモ 大鍋は白身魚のつみれ汁でした。
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